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 （急性膵炎の前向き多施設観察研究）  

京都府立医科大学消化器内科では、急性膵炎の患者さんを対象に急性膵炎の予後に関す

る臨床研究を実施しております。 

実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適

切な研究であると承認されています。 

 

研究の目的 

急性膵炎は 10 万人当たり、4.9-73.4 人に発生する頻度の高い疾患です.2011 年の日本の全

国調査によると急性膵炎全体の死亡率は 2.6％ですが、重症例に限ると 10.1％と高く、有

効な治療法が求められています。重症急性膵炎は、抗菌薬の予防投与、蛋白分解酵素阻害

薬、局所膵動注療法、血液浄化療法など、有効性が議論されている治療がいくつか存在し

ますが、これらの治療法は後ろ向きに検討されていることが多く、その長期予後に関して

も報告は少ないです。そこで重症急性膵炎に対する各治療法に関する詳細な項目の収集、

長期予後の調査を計画することとし、急性膵炎の短期及び長期予後及び、各治療が予後に

与える影響を多施設共同研究で前向きに評価することを目的とします。 

本研究では、慶應義塾大学病院を含めた多数の共同研究機関で膵炎の治療を受ける症例の

臨床情報も用いて短期及び長期の予後や各治療が予後に与える影響を前向きに評価します。 

 

研究の方法 

・対象となる方について 

急性膵炎を発症した日時が 2017 年 1 月 1 日から 2021 年 12 月 31 日までの 5 年間であっ

た患者様 

 

・研究期間：承認日～2026 年 12 月 31 日まで 

 
・方法 

当院において急性膵炎の治療を受けられた方で、診療録（カルテ）より情報を取得します。 

 

・研究に用いる情報について 

年齢、性別、血液検査、画像検査、及び治療内容などの情報 

・外部への情報の提供 

慶應義塾大学消化器内科へ匿名化したファイルにて送付し更に詳しい解析を行う予定で

す。提供の際、氏名、生年月日などの患者さんを直ちに特定できる情報は削除し、提供さ

せていただきます。 
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・個人情報の取り扱いについて 

患者さんの診療情報をこの研究に使用する際は、氏名、生年月日などの患者さんを直ち

に特定できる情報は削除し研究用の番号を付けて取り扱います。患者さんと研究用の番号

を結びつける対応表のファイルにはパスワードを設定し、インターネットに接続できない

パソコンに保存します。このパソコンが設置されている部屋は、入室が管理されており、

第三者が立ち入ることができません。 

また、この研究の成果を発表したり、それを元に特許等の申請をしたりする場合にも、

患者さんが特定できる情報を使用することはありません。 

なお、この研究で得られた情報は研究責任者（京都府立医科大学 消化器内科学教室 講

師 阪上順一）の責任の下、厳重な管理を行い、患者さんの情報などが漏洩しないようプ

ライバシーの保護には細心の注意を払います。 

 

研究組織 

研究責任者 

京都府立医科大学 消化器内科学教室 阪上 順一 

研究代表（統括）者 

 慶應義塾大学消化器内科 金井隆典 

 

共同研究機関 

  

東海大学医学部付属病院 峯徹哉 

自治医科大学附属さいたま医療センター 讃井將満 

三重大学病院 飯澤祐介 

名古屋大学医学部附属病院 松田直之 

和歌山県立医科大学 宮本恭兵 

宮城厚生境界坂総合病院 伊在井淳子 

奈良県西和医療センター 森岡千惠 

JA 広島総合病院 櫻谷正明 

東京都済生会中央病院 中澤敦 

千葉大学医学部附属病院 大島拓 

大阪市立大学医学部附属病院 山本朋納 

京都府立医科大学附属病院 阪上順一 
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藤田保健衛生大学坂文種報德會病院 乾和郎 

産業医科大学病院 真弓俊彦 

滋賀医科大学 稲富理 

東京医科大学 糸井隆夫 

公立豊岡病院 小林誠人 

関西医科大学附属病院 池浦司 

武蔵野赤十字病院 安田英人 

長崎大学病院 小澤栄介 

大阪府済生会千里病院 澤野宏隆 

日本大学病院 千葉宣孝 

多摩総合医療センター 小倉祐紀 

飯塚病院 江本賢 

札幌医科大学 本谷雅代 

横浜市立市民病院 小池祐司 

日本医科大学千葉北総病院 齋藤伸行 

大阪府済生会中津病院 江口考明 

神戸大学医学部附属病院 池川卓哉 

信州大学医学部附属病院 伊藤哲也 

兵庫医科大学病院 白井邦博 

昭和大学病院 北村勝哉 

広島市立広島市民病院 後藤隆司 

国立病院機構東京医療センター 浦岡俊夫 

 

 
 お問い合わせ先 

 

患者さんのご希望があれば参加してくださった方々の個人情報の保護や、研究の独創性

の確保に支障が生じない範囲内で、研究計画及び実施方法についての資料を入手又は閲覧

することができますので、希望される場合はお申し出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、2026 年 12 月 31 日までに下記

の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
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 京都府立医科大学消化器内科 

 職・氏名 講師・阪上 順一    電話：075-251-5519 


